
、い

行
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平
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発
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日
号
公
昭
o

n
7
町
　
3

朋
6
猷
谷
代

年
1
郡
関
松

郡
第
鰍
長
話

昭
　
　
東
館
電

印刷松代印刷所

〈
昭
和
4
7
年
度
会
計
決
算
〉

会計別決算総額
頁に対
隻算額
交増減

　　円
23，093

59，668

へ繰越

＿　r｝　　｝一一

64，669

26，279

，000
、金繰入

，610

渡繰越

357，838

う73，861

肇へ繰越

DlO，493

1　　rr　　（

額
決
較

算
る
比

予
す
の

幽，bbU・UUli△

710，353，332△34，5

34，536・5751翌年度

180，316，331△2，1

△10，1

3，981
　　　基

3，980

翌年

3

5

2L891・162t△

2L603・13gt△

288，023t翌畔度

　予算額1決算額
　　　　　　　　　ヒ　　　　ロ　　　　ヒ　　　　ド　　　　　一　㎜一r－一 ’　円1　　　　罰 円

　　　　レ1744，913，00α744，889，907
1　　　　　1
174λ，913岡五6・353，332

172，354，721

7，961，610

182，481，000

182，481，000

22，177，000

22，177，000

4，987，000

歳入歳出，
差引残額

4，987，・0・i5・997・49311・・1・・493

4，987，・0・14・515，251t△47L749

　　　　　　1，482，2421翌年度天麗

　　　　　　　　　　1

分区

一
入
一
出
出
額

一
　
　
　
　
歳
残

㏄
　
　
　
　
入
引

｝
歳
　
歳
歳
差

二

㎜
　
　
計
　
　
　
＝

　
　
　
会
　
　
　
＝

　
　
　
般
　
二

　
　
　
一
　
　
二

入
　
出

　
　
　

心

一
歳
一
歳

出
額
　
　
入
　
出

歳
残

入
引

歳
差
　
　
歳
　
歳

入
　
出

　　　　1歳

簡易水道1－
　　　　i歳
特別会計

＿

△4，291，41418，029，58622，321，000

嶺
「
刑

纏　　
　
歳

歳
差
［

会計別

国民健康

保険
特別会計

療
設
計

診
　
　
会

保
　
　
別

国
施
特

歳出122，321，000113，806，427△8，514，573

　　　　　
歳入歳出i　　　　　l　4，223，159翌年度へ繰越
差引残額1　　　一二、．＝；．…！．二二、

二二＝．二＿．．二、＿二ニニ＝＿、二二：＿、

歳入1976・879・000P7L124・47gt△5・754，521

　
　
済
計

　
　
共
会

　
　
業
別

一
　
農
特

b22，632，87d△54，246，1301

48，49，6・gl』1
976，879，000出歳

出
額

歳
残

入
引

歳
差

　　　　一　　　　一　　　　㎝　　　　　　　　一　　＝＿　』＝　＝ニ

総合計

　
｛
．
3
・
》
・
、
ー
専
～
．
・
・
ψ
．
（
⇔
脅
、
ゆ
～
一
、
殉
尋
、
－
ρ
．
p
．
一

脚
錬
填
く
槻
鎮
麺
㌦

　
昭
和
御
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
　
　
七
億
四
四
八
八
万
九
千
円

　
（
前
年
度
六
億
一
〇
三
六
万
一
千
円
）

歳
出
　
　
七
億
一
〇
三
五
万
三
千
円

　
（
前
年
度
五
億
七
三
七
八
万
七
千
円
）

　
こ
の
決
算
の
伸
率
を
前
年
度
と
比
較

　
い
た
し
ま
す
と
、
歳
入
に
お
い
て
は

　
二
二
％
（
前
年
度
伸
率
三
一
・
七
％
）

　
歳
出
で
は
二
三
八
％
（
前
年
度
伸
率

　
三
二
・
五
％
）
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

　
た
。
こ
の
こ
と
は
、
景
気
停
滞
の
影

　
響
に
よ
る
地
方
税
・
地
方
交
付
税
の

　
伸
び
の
鈍
化
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

　
ま
す
◎

款
別
決
算
額

樋方交付税

378，157
　歳　入

計744，889
L（単位：千円、

50。8％

％
　
－

晶
口
愛
U
5
4
の
◎
5
2

0
L
O
集
O
t
O
α

網

5
4
1
5
2
4
5
5

0
5
9
9
1
0
1
7

6
の
乙
　
　
己
の
乙
9
7
●

5
一
ゐ
　
α
藪
ふ
L

　
　
　
　
　
　
れ
み
り
あ
　

　
　
ね
　

与
軽
負
護

譲
得
対
欝
附
入

方
難
金
料
産

地
魏
翻
財
責

　　　　　町　　　　債

　　　　　　？2、000

　食黛　　　｝ユ吻
　　　的喰
　　6身053

　　　　　2」％

市町赫寮
一，267」8％　計

　　　　　　　　　4

塗1ヅ鷺捧
　　　　　　　傷’　　　　φ』　ヤ
　　　　　ヘ　　　　譜
　　◎！令～～e
　　　　　　ら
働穏　 導～鯉

＾。　＾．％　　　　 申

鯉
　
　
り

へ
導

％
％

穏
％
費
ω

謬
工
飼

労
8
薦
9

　
亀

3
　
正

費
3ア

会
砿

麟

土　木　聲

　154、056

　　　　　21，7％

敦　青　費

　122，4‘3

　　　17．2％

謙
盛
協
　
脚
輔
＄

畿
欝
課
そ

　
。
弔
学
一

　
や
　
　
　
ヂ
の

　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
げ

　
　
　
　
す

所
　
　
診
．
　
の
鈎

　
　
ゆ
．
　
　
送
％

　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
々

銭　出

計

710，353
（単位＝千円）

総筋費＼

120，954

　　　　”．1％

　瑠％

一換螂舞9

も一マ・510

　　　、b・ら（1）



　
ヨ
こ
き
も
ぐ
こ
ご
ジ
ノ
や
マ
ロ
ヤ
ニ
ジ
る
く
ノ
な
ど
リ
リ
　
リ
リ
リ

　
（
決
算
収
支
は
｝

　
鳴
、
。
‘
’
二
｛
戦
き
う
！
’
ぐ
；
，
ρ
’
ζ
ヤ
、
2
’
・
一
く
“

　
昭
和
47
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は

三
、
四
五
三
万
六
千
円
の
形
式
黒
字
で

あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
の
実
質
収
支
額

三
、
六
五
七
万
四
千
円
と
の
比
較
に
よ

る
単
年
度
収
支
は
、
二
〇
三
万
八
千
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
質

単
年
度
収
支
に
お
い
て
は
二
、
五
四
六

万
四
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
度
よ
り
四
〇
九
万
九
千
円
の
黒
字
増

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
4
7
年
度
の
積
立
金
は
、

財
政
調
整
基
金
五
六
一
万
五
千
円
・
町

有
施
設
積
立
金
（
奴
奈
川
中
学
校
建
築

に
よ
る
も
の
）
二
、
三
九
六
万
二
千
円

の
合
計
額
で
あ
り
ま
す
。

　
　
【
決
算
収
支
第
1
・
第
2
表
参
照
】

　
、
、
蒐
《
ご
露
、
》
き
、
竃
イ

　
耀
性
質
”
歳
出
㌔

　
1
、
（
ご
～
9
ノ
》
、
く
～
箋
（
令
◎
し

　
性
質
別
の
決
算
額
を
消
費
的
経
費
・

投
資
的
経
費
の
区
分
に
よ
り
構
成
比
を

み
ま
す
と
、
消
費
的
経
費
が
四
六
・
一

％
（
三
億
二
、
八
六
二
万
九
千
円
）
。

投
資
的
経
費
が
四
四
・
一
％
（
三
億
一

三
一
二
万
七
千
円
）
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
（
消
費
的
経
費
四
三
・
七
％
、

二
億
五
、
〇
六
二
万
九
千
円
、
投
資
的

経
費
四
五
・
二
％
、
二
億
五
、
八
八
一

万
一
千
円
）
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、

消
費
的
経
費
は
二
・
四
％
増
、
投
資
的

経
費
は
一
・
一
％
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
総
額
の
増
加
額
（
一
億

三
、
六
五
六
万
六
千
円
）
に
対
す
る
消

費
的
経
費
と
投
資
的
経
費
の
占
め
る
割

性質別歳出

（単位3干円）
決算収支　〔第1表〕

年度1 歳入総額 歳出総額 隣豫1讐講越蒲贈実質収支i
　　34，536

　　36，574

△2，038

∩
∪
∩
U
O

　　34，536

　　36，574

△2，038

（単位3千円）

47　744，889　710，353
46　　　　　610，361　　　　573，787

比較　　134，528　　136，566

　　　　　　　　　　〔第2表〕

年度 前　年　度
実質収支額

決算年度
実質収支額 単年度収支 積立金

積立金とり
くずし額

実　　　質
単年度収支

47
46
比較

36，574

25，209

11，365

　34，536
　36，574
△2，038

△2，038
　1L365
△13，403

28，877

10，000

18，877

1，375

　0
L375

25，464

21，365

4，099

合
は
、

　
消
費
的
経
費
　
五
六
・
八
％

　
　
（
七
、
七
五
七
万
四
千
円
）

　
投
資
的
経
費
　
四
〇
・
四
％

　
　
（
五
、
四
三
一
万
六
千
円
）

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
【
表
・
性
質
別
歳
出
を
参
照
】

区　　　　分 昭和47年度
決算額 構成比

1・人　　件　　費 128，127柵 18．1％

2・物　　件　　費 100，118 14．1

3．維持補修費 32，165 4．5

4．扶　　助　　費 14，885 2．1

5・補　助費等 53，334 ア．5

小　計　（1へ5） 328，629 46．1
一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿ 一　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　 一　　　一　　　一　　＿　　　＿ ＿　　r　　r　　一　　｝　　r　　r　　一　　｝　｝

6・公　　債　　費 30，235 4．3

7．積　　立　　金 28，877 4．1

8・投資及び出資金 751 0．1

9・繰　　出　　金 8，734 1．2

小　計　（6～9） 68，597 9．8

一　　一　　一　　一　　＿　　＿

計　　（1～9） 597，226 55．9
『　　　一　　　『　　　『　　　一　　　『　　　一　　　一　　　一　　　『　　　一　　　一　　　＿　　　一

10・普通建設事業費 286，496 40．4

11・災害復旧事業費 26，631 3．4

小　計　（10～11） 313，127 44．1
噌　　一　　購　　噌　”　　一　　一　　一　　一　　胃　　哺　　儒　　噌　　一　　一　　一

合　計　（1～11） 710，355 100．0

消
費
的
支
出

投
資
的
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

お
金
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

　
　
　
使
わ
れ
ま
し
た

　
　
47
年
度
圏
般
会
計
主
要
支
出

施
設
（
建
物
）
建
設
関
係

　
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設

　
　
　
　
　
　
一
、
二
一
六
万
○
千
円

　
へ
き
地
保
健
福
祉
館
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
九
万
九
千
円

　
室
野
保
育
所
建
設

　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
二
万
九
千
円

　
松
代
中
学
校
教
員
住
宅
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
七
万
九
千
円

　
町
民
プ
ー
ル
第
三
号
建
設

　
　
　
　
　
　
一
、
七
一
八
万
九
千
円

道
路
・
橋
等
の
整
備

　
林
道
下
山
・
海
老
線

　
　
　
　
　
　
二
、
一
六
二
万
八
千
円

　
町
道
改
良
補
修
六
件

　
　
　
　
　
　
一
、
一
〇
二
万
○
千
円

　
町
道
新
設
改
良
一
六
件

　
　
　
　
　
　
八
、
六
一
二
万
七
千
円

　
農
道
萱
場
線
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
二
、
四
四
五
万
○
千
円

　
農
道
整
備
（
草
生
水
・
栗
山
・
桐
谷

　
　
　
　
の
三
路
線
）

　
　
　
　
　
　
三
、
〇
五
三
万
五
千
円

設
備
（
備
品
）
整
備

　
ジ
ー
プ
自
動
車
購
入
　
二
台

　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二
万
○
千
円

　
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
一
台
・
附
属
品
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
五
万
○
千
円

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
　
一
台

　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
万
○
千
円

　
ク
ロ
ー
ラ
ー
購
入
　
六
台

　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一
万
七
千
円

　
学
校
教
材
・
管
理
用
備
品

　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
三
万
三
千
円

　
総
合
セ
ン
タ
ー
備
品

　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
九
万
九
千
円

そ
の
他
主
な
支
出

　
常
設
消
防
の
た
め
の
支
出

　
　
　
　
　
　
一
、
三
七
九
万
六
千
円

　
水
道
．
農
道
・
町
道
設
計
調
査
委
託

　
　
　
　
　
　
一
、
〇
五
九
万
二
千
円

　
道
路
建
設
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
一
、
一
八
五
万
四
千
円

豊
泉
橋
架
替
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
万
五
千
円

　
町
単
農
道
開
設
補
助
金

　
　
　
　
　
　
一
、
一
六
九
万
八
千
円

　
消
防
施
設
補
助
金
三
七
八
万
六
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）
　
※



　
呪
‘
二
◎
＝
ン
㌻
価
塗
、
…
ρ
《
。
書
・
～
・
一
鱒
＝
》
・
・
一
．
噺
、
ζ
一
．
’
り

酬
地
方
債
現
在
高
の
状
況
｝

　
巾
5
、
．
、
ψ
・
（
．
・
3
・
～
ρ
．
匂
・
薗
》
一
φ
φ
陰
．
、
・
3
φ
一
（
。
3
9
～
・
．
階
』
、

　
地
方
債
現
在
高
の
状
況
は
表
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。
辺
地
対
策
事
業
債
・

厚
生
福
祉
施
設
事
業
債
・
過
疎
対
策
事

業
債
の
伸
び
が
著
し
く
、
ま
た
、
公
債

費
の
比
率
は
表
下
欄
に
示
し
た
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

　
【
表
・
地
方
債
現
在
高
の
状
況
参
照
】

、む

　
　
　
　
　
〈
第
3
回
定
例
会
V

　
九
月
十
八
日
、
十
九
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
町
議
会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
響

年
度
会
計
決
算
、
昭
和
弼
年
度
補
正
予

算
な
ど
13
件
が
付
議
さ
れ
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

議
第
－
号
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
　
に
つ
い
て
。
　
（
大
字
峠
・
牧
田
清

　
　
一
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
同
意
H
地
方
税
法
第
四
二
三
条
の

　
　
3
に
よ
り
選
任
す
る
も
の
で
、
任

　
　
期
は
三
年
で
あ
る
。
再
任
）

議
第
2
号
　
松
代
町
教
育
委
員
の
任
命

　
　
に
つ
い
て
。
　
（
大
字
小
池
、
寺
田

　
　
・
井
上
政
喜
氏
を
任
命
す
る
こ
と

　
　
を
同
意
H
地
方
教
育
行
政
の
組
織

　
　
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
四
条

　
　
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り
任
命
す
る

　
　
も
の
で
、
任
期
は
四
年
で
あ
る
。

　
　
山
岸
正
平
氏
〈
蒲
生
〉
九
月
三
十

　
　
日
任
期
満
了
に
よ
る
後
任
。
）

議
第
3
号
　
克
雪
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

　
　
の
契
約
に
つ
い
て
。
　
（
八
月
十
四

　
　
日
指
名
競
争
入
札
を
行
な
い
、
契

　
　
約
額
二
、
二
七
〇
万
円
で
新
井
市

　
　
保
坂
組
社
長
関
武
と
契
約
す
る
も

　
　
の
。
）

議
第
4
号
　
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償

　
　
組
合
の
数
の
増
加
と
規
約
の
改
正

　
　
に
つ
い
て
。

議
第
5
号
　
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合

　
　
資
産
管
理
組
合
規
約
の
改
正
に
つ

　
　
い
て
。

議
第
6
号
　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組

　
　
合
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
。

議
第
7
号
　
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約

　
　
の
改
正
に
つ
い
て
。

議
第
8
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

（単位：千円）地方債現在高の状況

区　　　　　　　　分
昭和47年度
末現在高

昭和46年度
末現在高 増減額 増減率

147年度に借

入れた額

一　般　単　独　事　業　債
義務教育施設整備事業債
辺　地対　策　事　業　債
災　　害　　復　　旧　　債
厚生福祉施設整備事業債
市町村民税臨時減税補てん債
過疎　対　策　事業債
県　　　貸　　　付　　　金

　合　　　　　計

81，023

48，982

20，587

9，622
26，517

4，257
79，973

1L554
282，553

49，880

5LO72
20，037

6，602
17，770

8，420

46，670、
6，614

207，065

31，143

△2，090

　550　3，020
　8，747
　4，163

33，303

　4，940
75，468

62．4
△4．1
　2．7

45．7
49．2
49．4
71．4
74．7

36．4

33，600

3，000

3，600

9，400

36，100

6，300

92，000

松代町平均4・2％町村平均5．4％市平均7．5％県平均5．8％公債費比率

　
　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　
　
体
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変

　
　
更
に
つ
い
て
。

議
第
9
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　
　
数
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更
に

　
　
つ
い
て
。

　
　
（
議
第
4
～
9
号
説
明
省
略
）

議
第
1
0
号
　
昭
和
弼
年
度
松
代
町
一
般

　
　
会
計
補
正
予
算
・
第
4
号
。
　
（
歳

　
　
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
、
一
二
五
万

　
　
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
八

　
　
億
六
、
四
九
七
万
二
千
円
と
す
る

　
　
も
の
。
　
「
主
な
歳
入
予
算
」
地
方

　
　
交
付
税
三
四
一
万
五
千
円
（
増
）
、

　
　
老
人
医
療
費
国
庫
負
担
金
九
九
三

　
　
万
三
千
円
（
増
）
。
克
雪
セ
ン
タ
！

　
　
建
設
国
庫
補
助
金
六
七
〇
万
円
（

　
　
減
）
。
老
人
医
療
費
県
負
担
金
二

　
　
四
八
万
三
千
円
（
増
）
。
克
雪
セ
ン

　
　
タ
ー
建
設
県
補
助
金
三
三
五
万
円

※災
害
復
旧
関
係
費

　
　
　
　
　
一
、
九
七
〇
万
二
千
円

児
童
手
当
　
　
　
五
四
九
万
六
千
円

学
校
無
人
化
の
た
め
の
営
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
四
万
三
千
円

学
校
営
繕
危
険
物
地
下
タ
ン
ク
設
備

　
　
　
　
　
一
、
〇
一
二
万
O
千
円

奴
奈
川
中
学
校
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
五
九
五
万
八
千
円

学
校
給
食
補
助
　
四
一
〇
万
八
千
円

公
債
費
（
元
金
償
還
）

　
　
　
　
　
一
、
七
〇
六
万
二
千
円

　
〃
　
（
利
子
償
還
）

　
　
　
　
　
一
、
四
一
六
万
一
千
円

　
　
（
減
）
。
内
職
セ
ン
タ
ー
建
設
県
補

　
助
金
六
〇
〇
万
円
（
増
）
。
前
年
度

　
　
繰
越
金
一
、
三
〇
〇
万
八
千
円
。

　
　
正
月
帰
省
者
乗
車
料
金
三
四
〇
万

　
　
円
（
増
）
。
克
雪
セ
ン
タ
1
建
設
事

　
　
業
債
四
〇
〇
万
円
（
減
）
。
内
職
セ

　
　
ン
タ
：
建
設
事
業
債
四
〇
〇
万
円

　
　
（
増
）
。

　
　
「
主
な
歳
出
予
算
」
克
雪
セ
ン
タ

　
　
ー
建
設
費
一
、
六
五
七
万
円
（
減
）

　
　
H
継
続
費
設
定
に
よ
る
。
老
人
医

　
　
療
費
扶
助
一
、
五
一
三
万
四
千
円

　
　
（
増
）
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
繰
出
五
一
五
万
八
千
円
（
増
）
。
正

　
　
月
帰
省
バ
ス
借
上
四
〇
〇
万
円
（

　
　
増
）
。
内
職
セ
ン
タ
ー
建
設
一
、

　
　
○
○
○
万
三
千
円
（
増
）
。
干
害
対

　
　
策
事
業
補
助
金
五
〇
〇
万
円
（
増
）

議
第
11
号
　
昭
和
弼
年
度
松
代
町
簡
易

　
　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
。

　
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
一
五
万

　
　
八
千
円
を
追
加
し
予
算
総
額
六
、

　
　
八
九
八
万
七
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
「
歳
入
」
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

　
　
五
一
八
万
八
千
円
。
　
「
歳
出
」
人

　
　
件
費
及
び
事
務
関
係
費
一
一
六
万

　
　
八
千
円
。
設
計
委
託
料
三
九
二
万

　
　
円
。
工
事
進
行
関
係
事
務
費
七
万

　
　
円
。
）

議
第
皿
号
　
昭
和
4
8
年
度
松
代
町
農
業

　
　
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・

　
　
第
2
号
、
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
一
九
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算

　
　
総
額
三
、
〇
五
四
万
一
千
円
と
す

　
　
る
も
の
。
）

議
第
13
号
　
昭
和
卿
年
度
松
代
町
一
般

　
　
会
計
、
特
別
会
計
決
算
の
承
認
に

　
　
つ
い
て
。
（
本
誌
登
載
の
と
お
り
）

（3）



（4）

10月1日～
10月31日

勿問
私
は
初
め
て
出
稼

ぎ
に
出
る
ん
で
す
が
、

国
民
健
康
保
険
は
ど
う

な
り
ま
す
か

答
　
あ
な
た
の
勤
務
先

に
は
職
場
の
健
康
保
険

制
度
が
あ
り
ま
す
か
。

問
　
は
っ
き
り
わ
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
な
い
場

合
と
あ
る
場
合
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
　
職
場
に
健
康
保
険

制
度
が
な
い
場
合
は
あ

な
た
一
人
だ
け
の
㊨
被

保
険
者
証
を
交
付
し
ま

す
。問

そ
の
㊨
被
保
険
者

証
を
使
っ
た
場
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

答
　
そ
の
場
台
は
医
療

費
の
三
割
分
を
診
療
機

関
の
窓
口
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
又
、
診
療

機
関
に
よ
っ
て
は
他
県

の
国
保
を
取
扱
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
良
く
た
し
か
め

て
か
ら
診
療
を
う
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
緊
急
そ
の
他
や
む

を
得
ず
被
保
険
者
証
の

提
示
が
出
来
な
い
場
合

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が

そ
の
と
き
は
病
院
等
に

医
療
費
を
一
時
現
金
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
は
診
療
機
関

か
ら
内
容
の
確
認
で
き

る
明
細
書
と
受
領
書
を

も
ら
っ
て
役
場
へ
療
養

費
の
支
給
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
国
民
健
康

保
険
で
は
審
査
会
で
審

査
さ
れ
た
七
割
を
あ
な

た
の
家
に
お
支
払
い
し

ま
す
。
こ
の
申
請
用
紙

勿

も
．
冒
■
9
0
0
3
0
巳
ロ
0
●
♂
0
ロ
O
塁
。
尊
9
5
。
O
●
4
●
・
慶
■
0
、
■
・
璽
O
O
”
、
O
O
・
■
0
0
、
．
雪

出
稼
者
の
医
療
保
険
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
霊
3
㌦
．
＝
8
ρ
㌔
＝
：
ρ
㌔
巳
’
o
鴎
■
㌔
3
＝
く
＝
＝
♂
、
＝
＝
♂
＝
＝

　
　
　
は
役
場
の
国
保
係
宛
に
ご
連
絡

　
　
　
く
だ
さ
れ
ば
い
つ
で
も
お
送
り

　
　
　
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
問
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

　
　
　
は
職
場
に
健
康
保
険
が
あ
る
と

き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

答
　
そ
の
場
合
は
町
の
国
民
健
康
保
険

を
は
づ
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
　
私
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す

る
と
家
族
は
ど
う
な
り
ま
す
か
、
家
で

は
農
業
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
七
〇
才

を
こ
え
た
両
親
と
妻
、
子
供
（
高
校
生

と
中
学
生
）
の
六
人
暮
し
で
す
が
。

答
　
そ
う
し
ま
す
と
家
族
全
員
が
あ
な

た
の
被
扶
養
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
家

族
の
方
も
全
員
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
職

場
の
健
康
保
険
が
全
国
土
木
建
築
国
民

健
康
保
険
で
す
と
、
世
帯
主
が
加
入
す

れ
ば
家
族
は
年
令
、
所
得
に
制
限
な
く

全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
　
人
か
ら
聞
い
た
話
し
で
す
が
職
場

の
健
康
保
険
て
は
被
扶
養
者
が
病
院
、

診
療
所
な
ど
で
医
者
に
か
x
っ
た
場
合

五
割
分
を
現
金
払
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
家
族
の
者
は

町
の
国
保
に
そ
の
ま
ま
は
づ
さ
な
い
で

お
き
た
い
ん
で
す
が
。

答
　
た
し
か
に
一
部
負
担
金
は
窓
口
払

い
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
十
月
一
日
か

ら
の
診
療
に
つ
い
て
は
七
割
給
付
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
家
族
の
方
が
窓
口

で
支
払
う
分
は
三
割
支
払
え
ば
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
国
民
健
康
保
険
制
度
は
職
場
の
保

険
に
加
入
で
き
な
い
人
を
対
象
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
で
き
る
人
は
国
保
の
被
保
険
者
と
し

な
い
た
て
ま
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
旦
雇
健
康
保
険
だ
け
は
適
用
除
外

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
県
知
事
の

認
可
が
あ
れ
ば
国
保
は
は
づ
さ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
国
保
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
　
そ
う
す
る
と
私
く
し
が
会
社
の
健

康
保
険
に
加
入
す
れ
ぽ
私
の
被
扶
養
者

と
な
る
も
の
は
必
ら
ず
職
場
の
健
康
保

険
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

答
　
は
い
そ
の
と
お
り
で
す
。

問
　
職
場
の
健
康
保
険
に
私
の
扶
養
家

族
も
入
れ
た
場
合
、
保
険
料
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

答
　
保
険
料
は
あ
な
た
一
人
が
加
入
し

た
場
合
と
同
じ
で
す
。

人
数
が
増
え
て
も
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

ま
た
職
場
の
保
険
料
に
は
事
業
主
負
担

も
あ
り
比
較
的
に
低
額
で
す
。

な
お
．
こ
参
考
ま
で
に
申
し
あ
げ
ま
す
が

当
然
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
る

人
が
国
保
に
加
入
し
た
ま
ま
で
す
と
、

職
場
の
健
康
保
険
が
医
療
費
の
七
割
を

支
払
う
べ
き
も
の
を
、
町
が
七
割
分
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

松
代
町
で
は
出
稼
者
数
が
多
い
の
で
、

皆
さ
ん
が
職
場
の
保
険
に
加
入
し
て
扶

養
家
族
の
方
々
を
加
入
さ
せ
ま
せ
ん
と

町
が
職
場
の
健
康
保
険
に
肩
が
わ
り
し

て
支
払
う
医
療
費
は
大
へ
ん
多
額
に
な

り
ま
す
。
そ
の
お
金
は
皆
さ
ん
が
負
担

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
の
で
、
支
払
わ
な
く
と
も

よ
い
お
金
は
、
皆
さ
ん
が
必
ら
ず
被
扶

養
者
の
健
康
保
険
加
入
届
出
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
支
払
わ
ず
に
す
む
わ
け
で

す
。
こ
の
点
を
ご
留
意
の
う
え
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
　
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
家

族
の
保
険
証
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。

答
　
い
い
え
。
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
族
の
被
保
険
者
証
は
加
入

の
と
き
遠
隔
地
被
保
険
者
証
の
請
求
を

す
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
す
か
ら
受
け
取
っ

た
ら
す
み
や
か
に
家
族
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問
町
の
国
保
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

答
　
ま
ず
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
人
の
氏
名
、
被
保
険
者
証
の
記
号
番

号
加
入
年
月
日
等
を
職
場
か
ら
証
明
し

て
も
ら
い
、
遠
隔
地
被
保
険
者
証
と
と

も
に
家
族
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
方
は
そ
の
証
明
書
と
遠
隔
地
被

保
険
者
証
及
び
町
の
国
保
被
保
険
者
証

と
印
鑑
ご
持
参
の
う
え
役
場
国
保
係
に

届
出
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
異
動
発
生

後
十
四
日
以
内
に
届
出
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）
　
※



※
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

届
出
し
ま
せ
ん
と
保
険
料
を
二
重
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
充
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
職
場
を
や
め
た
と
き
も

同
じ
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
　
そ
の
証
明
用
紙
は
役
場
に
あ
る
ん

で
す
か
。

答
は
い
あ
り
ま
す
。
証
明
用
紙
は
社

会
課
の
窓
口
係
に
備
え
て
あ
り
ま
す
か

ら
出
稼
前
に
必
ら
ず
お
持
ち
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
　
　
（
国
民
健
康
保
険
係
）

住
宅
金
融
公
庫
資
金

　
　
　
借
受
け
に
つ
い
て

問
来
春
早
々
に
住
宅
建
設
を
計
画
し

　
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
中
に
借
入
申

　
込
を
し
て
よ
い
の
で
し
よ
う
か
。

答
　
住
宅
公
庫
資
金
は
毎
年
受
付
を
行

　
な
っ
て
い
ま
す
が
、
受
付
開
始
は
例

　
年
五
月
頃
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

　
の
資
金
制
度
は
貸
付
承
認
前
の
着
工

　
は
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
た

　
ず
ね
の
よ
う
な
場
合
は
、
今
年
借
入

　
申
込
を
行
な
い
貸
付
承
認
後
、
工
事

　
延
期
屈
を
出
し
て
い
た
だ
け
ば
よ
い

　
と
思
い
ま
す
。

問
個
人
住
宅
資
金
の
貸
付
対
象
と
な

　
る
住
宅
の
条
件
や
規
模
は
。

答
　
建
設
し
た
住
宅
に
は
必
ず
自
分
が

　
住
居
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

　
e
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
三
〇
砂

　
　
（
九
坪
）
以
上
一
二
〇
2
久
三
六
）

　
　
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
口
、
住
宅
と
店
舗
ま
た
は
、
事
務
所

　
　
等
を
合
せ
て
建
設
す
る
場
合
は
、

　
　
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
建
物
全
体

　
　
の
床
面
積
の
彪
以
上
で
あ
る
こ
と

　
〈
住
宅
部
分
と
は
〉

　
　
居
室
・
玄
関
・
廊
下
・
台
所
．
押

　
　
入
・
浴
室
・
便
所
等
の
こ
と
で
す

　
〈
床
面
積
と
は
〉

　
　
建
物
の
延
べ
面
積
の
こ
と
で
す
。

　
　
例
π
建
坪
m
坪
で
総
2
階
建
の
床

　
　
面
積
は
30
坪
と
な
り
ま
す
。

問
　
古
材
を
使
用
し
て
も
よ
い
で
し
よ

　
う
か
。

答
　
古
材
は
土
木
事
務
所
の
検
査
を
受

　
け
て
合
格
し
た
も
の
は
使
用
で
き
ま

　
す
。
た
だ
し
、
土
台
に
は
使
用
で
き

　
ま
せ
ん
。

　
（
住
宅
公
庫
資
金
の
こ
と
、
そ
れ
に
関

係
し
た
照
会
は
農
協
へ
ど
う
ぞ
）

r秋の火災予防運動」一10月26日～11月舶

　
昨
年
よ
り
一
ケ
月
早
く
、
10

月
26
日
か
ら
n
月
－
口
ま
で
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
当
町
で
は
今
年
す
で
に
建
物

2
件
、
林
野
2
件
の
火
災
が
発

生
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
気
温

も
さ
が
り
何
か
と
火
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
、
火
災
の
危
険

が
大
き
い
時
期
に
な
り
ま
す
の

で
、
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
の

発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
故
の

絶
滅
を
期
し
て
、
安
全
な
生
活

を
送
り
ま
し
よ
う
。

◎
統
一
標
語

【
隣
に
も
声
か
け
あ
っ
て
よ
い

　
防
火
】

◎
実
施
事
項

一
、
家
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

　
ア
、
老
人
、
病
人
、
幼
児
等

　
　
の
就
寝
場
所
の
再
点
検
。

　
イ
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と

　
　
寝
た
ば
こ
の
防
止
。

　
ウ
、
火
気
使
用
場
所
の
安
全

　
　
点
検
。

　
エ
、
暖
房
器
具
の
正
し
い
使
い
方
。

　
オ
、
外
出
前
、
就
寝
前
の
火
の
元
点

　
　
検
。

　
カ
、
消
火
器
具
の
そ
な
え
つ
け
。

二
、
旅
館
、
病
院
等
の
消
防
用
設
備
等

　
の
保
守
及
び
避
難
。

　
ア
、
避
難
路
の
確
保
及
び
避
難
誘
動

　
　
の
徹
底
。

　
イ
、
避
難
訓
練
の
実
施
。

三
、
工
場
、
作
業
所
の
火
災
防
止
。

　
ア
、
危
険
物
等
の
施
設
の
自
主
点
検

　
イ
、
保
安
教
育
の
実
施
。

四
、
警
鐘
点
打
。

　
　
期
間
中
、
毎
日
午
前
6
時
と
午
後

　
7
時
に
警
鐘
を
点
打
し
、
住
民
に
防

　
火
心
を
警
告
す
る
。

　
（
鎭
火
信
号
　
●
　
●
1
●
）

五
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
る
住
民

　
へ
の
広
報

／
分
遣
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
ノ

　
…
…
火
事
と
救
急
は
・
…
…
：

　
火
事
又
は
救
急
の
場
合
の
通
報
は
、

郵
便
局
を
呼
び
出
し
、
　
「
火
事
」
、
　
「

救
急
」
と
正
し
く
言
い
、
分
遺
所
が
出

ま
し
た
ら
「
部
落
」
、
「
家
号
」
を
落

ち
つ
い
て
言
っ
て
下
さ
い
。

、
●
●
、
・
．
、
・
●
、
・
・
、
・
・
：
・
．
・
・
、
．
◎
：
・
．
f
．
細
◎
・
・
．
．
…
．
．
り
◎
㌔
．
．
り
；
．
一
り
◎
、
．
．
．
：
φ
．
り
◎
‘
φ
φ
．
．
：
φ
；
．
・
ゆ
ρ
．
．
◎
・
φ
9
働
◎
・
．
9
一
．
．
・
．
．
．
や
・
・
の
．
◎
．
・
ゆ
．
匂
り
．
の
．
．
専
．
・
．
φ
．
侮
．
の
φ
．
．
．
．
ゆ
。
．
禅

へ
　
恒
例
の
町
総
合
文
化
祭
の
実
施
に
つ

へ
い
て
、
去
る
九
月
十
三
日
関
係
者
協
議

（
の
上
次
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た

｛
こ
の
文
化
祭
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
す

幽
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
出
品
を
お
願
い
い

（
た
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

沖
の
照
会
は
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
係
に
問

評
合
せ
下
さ
い
。

“ρ一◆も・∂σ．◎“．9亀◆■ρ99．“g∂．・■∂9曽◆・。∂ρ鳥◎㌦も◎8∂・．凸噂亀◎●∂∂・凸7略らり∂q・“σ・’

・
町
内
学
校
児
童
生
徒
作
品
展

。
書
道
展

・
写
真
で
見
る
町
政
展

・
町
婦
人
会
作
品
展

・
自
然
愛
護
展

・
園
芸
愛
好
会
展

。
身
体
障
害
者
作
品
展

（
ほ
か
芸
能
発
表
を
計
沖3亀ら”δ『◆・一％も◎“ρ8◎“∂∂里◎“・8隻ち墨∂∂一ら“σ”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
し
て
お

午
前
九
時
か
ら
午
后
四
時
ま
で
。

十
一
月
三
日

　
　
三
時
ま
で
◎

二
、
会
場

　
　
第
一
会
場

　
　
第
二
会
場

三
、

午
前
九
時
か
ら
午
后

松
代
小
学
校

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー

　
展
示
予
定
（
予
定
で
す
の
で
変
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

◎
第
一
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

。
菊
花
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
も

。
農
業
資
料
展
　
　
　
　
　
　
　
㌦

・
現
旧
町
内
小
中
学
校
教
職
員
作
へ

品
展
（
こ
の
作
品
展
は
十
日
間
へ

　
ぐ
ら
い
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
凸

に
展
示
す
る
予
定
で
す
）

。
病
院
資
料
展

・
お
茶
の
会

∂仏◎”∂電◎◎’∂々5◆“e♂’∂々

．
、
9
．
◎
、
◎
；
ゆ
ご
3
、
◎
り
、
’
、
ξ
ノ
φ
φ
．
◎
麹
り
◎
；
φ
．
・
◎
．
・
の
働
・
；
φ
ロ
．
ζ
．
飽
．
＝
φ
一
◎
3
、
働
◎
：
φ
．
．
◎
・
、
繭
～
φ
．
．
◎
・
．
．
一
．
噂
6
．
：
◎
◎
◎
φ
．
働
．
・
～
．
．
．
、
一
．
．
一
．
．
働
’
、
．
．
．
．
ゆ
．
◎
．
．
．
曜

▲
一
円
貨
を
使
い
ま
し
よ
う
▼

　
一
円
貨
に
つ
い
て
年
々
退
蔵
性
が
強

ま
り
、
発
行
量
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
保
有
が
高
ま
っ
て
不
足
し
て
こ
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
一
円
を
有
効
に
使
う
こ
と
は
消
費
支

出
の
合
理
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
庭

に
眠
っ
て
い
る
一
円
貨
を
有
効
に
使
い

ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



▼ 「孟地校教員住宅完成」

　孟地校の教員住宅が完成いたしました。住宅は、犬伏部落

（松苧神社参道脇）に建設されましか。、この住宅はへき地教育

振興の施策の」環として1国庫補助金の交付を受けて建設さ

れたものです。

建物

費
期
者

築
　
工

建
工
施

木造2階建・1棟2戸建．・120．90塑

　（1戸の面積60．45鯉・約15坪）

564万円　（内補助金224万8謂）
48・6・13～48・9・10、

松代・中村工務店　中村群平

　
力

干害対策＝＝＝被害調査終る　レ

　異状天候による干ばつ被災の調査がま

とまつた。調査は町役場産業課が主体と

なり各課職員を動員して、3名編成10班

の組織をもって約2週間にわたり行なわ

れた。その調査結果は

　　関係部落数　　　　　　21部落

　　地　区　数　　　　　83団地

　　畦畔延長　　　　87，187勉

　　面積1，219，885％2＼

太公望の夢つりぽり50年にオープンか？レ

　片桐山部落に釣ぽりダムが完成した。このダムは片

桐山部落下の孟地と片桐山の小川が合流する地点町道

のほとりに、片嗣山養鯉グループ数名がi5弩程度の労

力をっいやし完成させたもの。

　町道が完成し耐雪の段切工事も進み、その残土が谷

間にたまり自然に池がでぎ、誰知らず釣糸をたれて楽

しむ様を見て着目した、今年は3千匹来年は10万匹放

魚し、50年には皆さんから楽しんでいただく一とは

リーダーのはなし。（撮影・10月2日）

＼　　　査定申請面積　　　　　122．2hσ

　　　査定申請金額　　　　42，561椚

　　　復旧受益実戸数　　　　318戸

　なお、被害状況は10月9日から3日間にわたり農林

省ほか立会官による査定が行なわれる。町ではその結

果にもとづいて13日に、関係区長、代表者の会議を開

き、復旧についての打合せをし降雪前に復旧を完了さ

せたい考えである。

（写真上はヒビ割れ個所の測定。ヒビ割れ個所と深さがよく　（6）

　わかるように石灰をまき、ヒビのそこまで堀下げて測定す

　る。この作業が83団地にわたり延498個所行なわれた。）



押》｝v｝｝》｝v｝v》｝）｝～へ《評》“）・＾＾1｝〉㌔＾’｝、“〉｝…当一一一・…㌧…’「ふうせん通信」県教委実施資料から　～“》㌦’）～へ｛ハ＾1喋

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことばのしつけ　　　　　　　1．　　丈夫な子どもを育てるコツ
、

、①番茶を飲む子は大病しない。
1　生まれた時に、おかあさんからもらつてきた免疫はもうなく

くなってしまいました。蛋白質やミネラル（野菜、果物、肉類に
5含まれている）をたくさん食べて、丈夫なからだの基礎をつく
｝　っておくことが大切ですが、一方、子どもは水分が不足すると
1猟かん）が強く効、また病気をすると重く劫がちです。日頃・

家
庭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。2才前後では約300語ほどしか話せなかつたものが・3才前後になる　｝

く　でしよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

1　　　　新潟大学医学部助教授　堺　　　　薫　　1　　　　　県立女子短期大学講師　高　原、哲雄　　1

㌧〉い～’㌦＾一》｝＾町の家庭教育学級⑥はH月15日13時からです。幼児のしつけについて。総合センターで・”・一・……。〉…～。％＾～r・～●・…・・％＾一～＾・“㌦＾・

　人間と動物とを区別するものは、道具の使用、火の利用など　1

いろいろありますが、その代表的なものはことばなのです。　　く

このことばは、感情や意思を相手に伝え・ものを考え・文化の　1

獲得や創造にどうしても必要なのです。　　　　　　　　　　き
ところで、子どもがことばを覚えるのは、親の模倣によるので1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

（7）

1・2の3ちやん幼児の家庭教育シリー
ロロロロコロロロロロロロロロロコロロロロロロ　ロロロ　　ロ　ロロロ　ロロロ　ドロロ　ロロ　　ロにロコロ　ロ　ロ　　ロロラロロロロ　ロロ　　　ロ　ロ　ロ　コロロロ　ロロコロラロロロロコル

　幼児時代のお子様の教育の大切なことは両親の皆さん

も充分ご承知のことであります・

　教育委員会と公民館では少しでも役立てばということ

で、5月から家庭教育学級を開いてまいりましたが皆様

にはいろいろのご都合でなかなか出席していただけませ

ん。家庭教育学級は予定どおり月1回来年の3月まで続
けますが、それを更に補なうものとして、県の教育委員

会実施の「ふうせん通信」から転載して（9月10日付167

号から）みなさまにお伝いしています。また・紹介して

ありますテレビ放送も大いに役立てて下さい。

ズ　◎放送時間／BSNテレビ毎週日曜日午前9．30－9．45◎再放送毎週木曜日午前11．20～11．35

放　送　日

10月21日（日）

10月28日（日）

11月4日（日）

11月11日（日）

一
ア マ

2才児から3才児へ

あすではおそすぎる

頭のよい子とは

ひとりでできるよ

11月18日（日）、 ママといつしよに

11月25日（日）‘

羅鐵欝灘繁離繋翌畿瓢繋霧

45年生れのこど壽ま半分力；カ＆3歳4こなつてし、る斧2歳から3戴児への1

心身の成長はどの程度か、2歳～3歳児のヱ ウ 墜イ とを考茎るg

・塞盤羅雛難織轟蕪離離墜纏』、
智讐麟講綴震畿誕秀急蘇醗、

おたずねにこたえて（1囲ふうせん通信の返信に対しての回答をする。



（8）

△
国
民
年
金
老
令
特
別
給
付
金
▽

満
六
八
才
・
六
九
才
の
方
に
給
付
金

明
年

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
得
な

い
明
治
三
九
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
者
（
昭
和
三
六
年
四
月
一
日
に
お

い
て
五
五
才
を
こ
え
る
者
）
、
い
わ
ゆ

る
谷
間
老
人
へ
の
対
策
と
し
て
新
設
さ

れ
た
老
令
特
別
給
付
金
が
、
明
年
一
月

か
ら
次
の
要
領
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

一
、
支
給
の
条
件

　
①
明
治
三
九
年
四
月
一
日
以
前
に
生

　
　
ま
れ
た
者
。

　
②
老
令
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
で
な

　
　
い
者
。

二
、
支
給
額

　
年
額
四
万
八
千
円
（
月
四
千
円
）

三
、
支
給
制
限

　
他
の
福
祉
年
金
と
同
じ
。

四
、
七
〇
才
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の
老

　
令
特
別
給
付
金
を
受
け
て
い
る
人
は

　
自
動
的
に
老
令
福
祉
年
金
に
か
わ
る

五
、
請
求
の
手
続
き

　
十
一
月
一
日
か
ら
二
十
日
頃
ま
で
に

　
役
場
か
ら
該
当
者
に
通
知
し
ま
す
が

　
万
一
洩
れ
落
ち
が
あ
る
と
困
り
ま
す

　
の
で
、
十
一
月
十
五
日
頃
に
な
っ
て

　
も
該
当
者
に
通
知
が
な
い
場
合
は
役

　
場
の
国
民
年
金
係
に
ご
連
絡
下
さ
い

未
加
入
者
に

も
う
一
度
五
年
年
金

　
　
　
　
加
入
が
認
め
ら
れ
ま
す

　
こ
の
度
、
法
律
が
改
正
さ
れ
て
、
一

人
で
も
多
く
の
人
か
ら
有
利
な
年
金
を

受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
高
令
者
に
、
五

年
年
金
に
加
入
す
る
機
会
が
も
う
一
度

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
加
入
申
出
の
時
期
は
、
十
月
一
日
か

ら
来
年
三
月
三
一
日
ま
で
で
す
。

　
こ
の
五
年
年
金
は
、
加
入
の
申
出
を

す
る
と
四
五
年
六
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
昭
和
五
〇
年
（
六
五
才
に
な
っ

て
）
に
は
、
も
う
こ
の
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
さ
か
の
ぼ
り
の
保
険
料

月
か
ら
月
四
千
円

（
加
入
の
申
し
出
を
し
た
月
の
前
月
ま

で
の
保
険
料
）
を
納
め
る
期
間
は
五
〇

年
九
月
三
〇
日
ま
で
で
、
こ
れ
を
一
括

し
て
納
め
て
も
分
割
に
よ
っ
て
納
め
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
保
険
料
は
月
九
〇

〇
円
、
年
金
額
は
月
八
、
○
○
○
円
で

す
。　

五
年
年
金
に
加
入
で
き
る
人
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
人
で
す
。

◎
明
治
三
九
年
四
月
二
日
～
明
治
四
四

　
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

　
た
だ
し
次
の
よ
う
な
人
は
加
入
で
き

　
ま
せ
ん
。

　
①
他
の
公
的
年
金
の
被
保
険
者
又
は

　
　
組
合
員
。

　
②
国
民
年
金
法
に
よ
る
老
令
、
通
算

　
　
老
令
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
人
又
は
、
こ
の
期
間
を
満
し
て

　
　
い
る
人
。

　
⑥
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
通
算
・

　
　
退
職
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
人
又
は
、
そ
の
期
間
を
満
た
し

　
　
て
い
る
人
。

◎
加
入
手
続
き

　
加
入
希
望
者
は
、
早
め
に
役
場
の
国

　
民
年
金
係
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

国
民
年
金
額
が
増
額

★
十
年
年
金
・
五
年
年
金

　
こ
の
た
び
、
現
在
の
お
年
寄
リ
ヘ
の

対
策
と
し
て
特
に
重
点
の
お
か
れ
た
の

が
、
十
年
年
金
と
五
年
年
金
の
改
善
で

す
。

　
い
ず
れ
も
標
準
的
な
年
金
の
支
給
水

準
に
近
づ
け
る
よ
う
国
庫
負
担
を
ふ
や

し
て
、
現
行
六
万
円
（
月
五
、
○
○
○

円
）
の
十
年
年
金
を
一
五
万
円
（
月
一

万
二
、
五
〇
〇
円
）
、
五
年
年
金
は
三
万

円
（
月
二
、
五
〇
〇
円
）
か
ら
九
万
六
、

○
○
○
円
（
月
八
、
○
○
○
円
）
に
そ

れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

5
◆
き
◆
◆
参
φ
ψ
茎
u

保
健
婦
に
よ
る

健
康
相
談

無
　
　
料

秘
密
厳
守

★
拠
出
年
金

　
老
令
年
金
は
、
保
険
料
を
二
五
年
か

け
た
標
準
的
な
年
金
額
が
、
現
行
の
九

万
六
、
○
○
○
円
（
月
八
、
○
○
○
円
）

か
ら
二
・
五
倍
の
二
四
万
円
（
月
二
万

円
）
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
と
　
き
　
毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
と
こ
ろ
　
松
代
町
役
場
保
健
室

◇
出
張
相
談

濁
H
毎
月
第
一
火
曜
日
午
前
九
時
半
～

　
　
十
一
時
ま
で
濁
公
民
館
で

竹
所
π
毎
月
第
一
火
曜
日
午
後
一
時
半

　
　
～
三
時
半
ま
で
竹
所
公
民
館
で

筋
平
H
毎
月
第
三
火
曜
日
午
前
九
時
半

　
　
～
十
一
時
半
ま
で
莇
平
公
民
館
で

寺
田
罐
毎
月
第
三
火
曜
日
午
後
一
時
半

　
　
～
三
時
半
ま
で
寺
田
公
民
館
で

妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
老
人
に
至
る
ま
で

す
べ
て
の
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
撫
密
輪

と
　
　
き

　
と
こ
ろ

生
活
苦
、

子
問
題
、

　
毎
週
金
曜
日
午
前
九
時
～

　
十
一
時
半

　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

家
庭
不
和
、
児
童
間
題
、
母

老
人
問
題
、
そ
の
他

出
稼
前
に
必
ず
健
康
診
断
を
1

病
状
に
よ
つ
て
は
出
稼
中
止
も

近
年
、
出
稼
先
で
の
病
気
に
よ
る
死
亡
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

保
健
所
と
役
場
が
行
な
っ
た
出
稼
者
検
診
を
都
合
で
受
け
な
か
っ
た
方
は
、
出

稼
前
に
必
ず
医
療
機
関
で
自
分
の
健
康
を
た
し
か
め
て
か
ら
出
稼
し
て
下
さ
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
出
稼
を
中
止
す
る
く
ら
い
の
勇
気
も
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

、



保
育
所
に

交
通
安
全
ト
キ
ち
や
ん
ク
ラ
ブ
誕
生

　
全
国
的
に
見
る
と
子
ど
も
の
交
通
事

故
の
多
く
が
六
才
未
満
の
未
就
学
児
、

す
な
わ
ち
保
育
所
児
童
相
当
年
令
の
幼

児
の
事
故
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

そ
の
原
因
が
家
庭
で
の
安
全
管
理
の
面

の
不
備
や
交
通
安
全
し
つ
け
教
育
の
欠

如
な
ど
に
起
因
し

て
い
る
実
情
か
ら

し
て
、
保
護
者
ぐ

る
み
の
幼
児
の
交

通
安
全
教
育
を
行

な
っ
て
幼
児
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ

う
と
い
う
こ
と
で

こ
の
程
、
安
塚
警

察
署
の
高
橋
署
長

同
湧
井
交
通
課
長

松
代
幹
部
派
出
所

の
平
賀
所
長
、
上

越
南
警
察
署
の
塚

田
婦
人
警
官
、
松

代
町
交
通
指
導
隊

の
小
山
隊
長
他
隊

員
等
来
賓
講
師
の

出
席
を
得
て
、
松

代
、
室
野
、
蒲
生

各
保
育
所
毎
に
児

童
母
親
、
保
母
全

員
が
参
加
し
て
、

新
潟
県
の
鳥
ト
キ

を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
に
し
た
「
交
通

鞭

安
全
ト
キ
ち
や
ん
ク
ラ
ブ
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
定
期
的
に
各
保
育
所
毎
に

母
親
が
集
っ
て
県
か
ら
配
本
さ
れ
た
、

交
通
安
全
教
本
を
手
本
に
し
て
勉
強
会

を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【婦人警官の話しを熱心に聞く幼児と母親】

1
隻
ー
『
L
～
2
」
ー

職
員
募
集

上
越
地
区
広
域
事
務
処
理
組
合

募
集
人
員

。
五
智
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
事
務
員

　
　
　
　
　
寮
　
母

　
　
　
　
　
看
護
婦

　
　
　
　
　
汽
缶
士

　
　
　
　
　
調
理
員

・
若
竹
寮
　
（
養
護
所
）

　
　
　
　
　
指
導
員

　
　
　
　
　
保
　
母

一一・一五一』

名名名名名
一
名

一
一
名

申
込
期
間

申
込
場
所

試
験
日

試
験
場
所

十
月
五
日
～
十
一
月
五
日

上
越
市
役
所
市
長
公
室

十
一
月
十
日
（
土
）

厚
生
会
館

若
竹
寮
入
寮
児
募
集

　
上
越
養
護
所
若
竹
寮
で
は
、
次
に
該

当
す
る
入
寮
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ω
満
一
才
よ
り
十
八
才
ま
で

　
ω
保
護
者
の
な
い
児
童

　
⑥
虐
待
さ
れ
て
い
る
児
童

　
ω
環
境
上
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童

　
⑥
養
育
困
難
又
は
放
任
さ
れ
て
い
る

　
　
児
童

入
寮
相
談
は
、

民
生
委
員
へ
。

役
場
社
会
福
祉
係
又
は

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

ご
け
三
ん
強
困

お
め
で
ζ
・
娩
衡

▲
八
月
受
付
分
（
受
付
順
）

若
井
輝
男
・
岩
瀬
セ
ッ
子
　
（
太
平
）

▲
九
月
受
付
分

柳
　
和
家
・
柳
恵
美
子
　
　
（
太
平
）

斉
藤
直
孝
・
松
沢
す
み
江
　
（
田
野
倉
）

山
岸
吉
弘
・
米
持
康
江
　
（
木
和
田
原
）

鍵験▲
八
月
受
付
分
（
受
付
順
）

山
賀
恵
季
警
ぜ
女
（
池
之
畑
）

　
　
　
　
　
父
清
　
司

小
堺
　
修
　
母
ト
ミ
子
二
男
（
松
代
）

山
岸
和
弘
驚
讐
男
（
松
代
）

▲
九
月
受
付
分

鈴
木
健
一

小
堺
英
明

渡
辺
隆
生

お
く
や
み

（
死
亡
）

▲
八
月
受
付
分 繁

ゆ
ぜ
男
（
松
代
）

整
太
饗
男
（
蓬
平
）

懸
誓
男
松
代
）

　
（
受
付
順
）

市
川
政
太
郎

石市高若関村
野川橋月谷山

　貴マ忠タ
勇子サ雄ツ智

▲
九
月
受
付
分

植
木
ト
モ
エ

1室高市鈴菅山
1岡橋川木井本
し

・久シ俊健ヨ賢
3平ヨ雄一シ造

石
口
藤
一
測

鈴
木
　
ト
ラ

佐
藤
　
ト
マ

六
八
才

四
五
〃

七
七
〃

六
五
〃

六
九
〃

一
一
ケ
月

六
三
才

五
六
才

七
〇
〃

七
一
〃

　
○
〃

八
○
〃

七
八
〃

六
五
〃

七
三
〃

七
三
〃

六
四
〃

（
松
代
）

（
海
老
）

　
（
松
代
）

（
海
老
）

　
（
千
年
）

　
（
田
沢
）

（
木
和
田
原
）

（
松
代
）

（
犬
伏
）

．
（
名
平
）

（
松
代
）

（
田
沢
）

（
筋
平
）

（
池
尻
）

（
松
代
）

（
〃
）

（
室
野
）

（9）



熱いし
，

姑
＼
、
気

ヤ
、

　
十
、

夕
．
’
‘

支
芸
霞

俳
　
句

柳

静
　
水

草
々
が
持
つ
露
に
星
澄
ん
で
居
る

鈴
虫
の
鳴
く
窓
近
く
日
記
書
く

星
明
り
の
野
道
た
ど
る
や
牛
ひ
い
て

焚
火
尽
き
て
恐
ろ
し
き
闇
迫
り
け
り

朝
寒
の
子
に
掛
け
足
し
て
起
き
に
け
り

青
米
も
死
米
も
な
き
今
年
米

川
原
石
隈
な
き
月
と
な
り
に
け
り

虫
を
き
く
石
を
見
つ
け
て
掛
け
に
け
り

た
た
ず
め
る
さ
ら
に
彼
方
や
虫
の
声

虫
ぎ
く
や
あ
り
あ
う
も
の
に
腰
お
ろ
し

川

柳

柳

一
　
葉

一
年
生
を
数
え
る
よ
う
に
バ
ス
ガ
イ
ド

友
の
遺
品
埋
め
て
山
の
男
泣
き

飲
ん
で
い
て
女
性
上
位
が
気
に
食
わ
ず

い
い
道
に
出
る
と
運
転
眠
く
な
り

自
動
車
で
迎
え
に
こ
ら
れ
る
二
日
酔

受
験
日
が
迫
り
め
っ
き
り
マ
マ
や
つ
れ

寝
た
ば
こ
で
可
愛
い
妻
子
を
焼
き
殺
し

議
員
章
つ
け
れ
ば
議
員
の
顔
に
な
り

い
も
ち
つ
き
う
ん
か
に
や
ら
れ
秋
落
し

機
械
だ
け
揃
え
て
ま
ず
い
米
作
り

流
れ
星

西
潟
ま
さ
を

・
お
だ
や
か
に
過
さ
む
と
思
ふ
誕
生
日

七
月
二
十
八
日
の
朝

・
い
ら
い
ら
と
気
に
さ
わ
る
も
の
今
朝

は
な
く
　
仏
壇
の
花
の
さ
し
か
い
を

す
る
。

・
さ
ん
し
よ
う
の
青
き
実
を
摘
み
朝
居

れ
ば
　
は
る
か
に
遠
い
想
出
も
あ
り

・
静
か
な
る
も
の
を
好
ま
し
く
思
う
今

日
　
ほ
と
と
ぎ
す
の
花
黄
つ
り
舟
の

花・
若
き
者
の
ご
う
慢
な
言
葉
を
あ
わ
れ

と
も
　
思
う
日
あ
り
て
老
を
自
覚
す

・
硝
子
張
り
の
水
槽
の
中
の
浮
き
沈
み

金
魚
と
も
あ
わ
れ
に
思
う
こ
と
あ
り

・
唄
ひ
と
つ
う
た
う
に
も
そ
れ
ぞ
れ
因

縁
を
　
語
る
人
あ
り
煩
し
と
思
う

。
思
う
こ
と
ず
ば
り
く
と
云
う
人
を

う
ら
や
ま
し
く
も
思
う
吾
か
な

・
「
星
に
な
り
た
い
」
岡
本
こ
う
三
が

言
っ
た
と
云
う
　
ふ
と
思
い
出
し
宵

ぼ
し
を
仰
ぐ

・
す
で
に
し
て
定
ま
る
も
の
を
見
し
如

し
　
星
ひ
と
つ
流
れ
消
え
て
ゆ
く
さ

ま

簡
保
保
養
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
カ
ン
ヨ
ウ
ホ
ケ
ン
と
し
て
、
皆
さ
ま

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
簡
易
保
険
は
、

大
正
五
年
十
月
一
日
に
国
営
の
生
命
保

険
と
し
て
生
れ
て
満
五
十
七
才
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
総
加
入
件
数
、
四
千
七

百
万
件
、
加
入
保
険
金
十
七
兆
円
の
大

事
業
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
月
々
皆
さ
ま
か
ら
集
め
ら
れ
た
保
険

料
が
学
校
建
築
や
、
道
路
整
備
資
金
等

に
融
資
さ
れ
、
身
近
か
な
生
活
環
境
の

向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
、

　
又
、
柏
崎
簡
易
保
険
加
入
者
ホ
ー
ム

や
、
妙
高
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
を

始
め
、
全
国
各
地
の
保
養
地
に
〃
い
こ

い
の
セ
ン
タ
i
〃
を
建
設
し
て
加
入
者

の
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
保
養
セ
ノ
タ
ー
の
ご
利
用
に
つ
い
て

の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
郵
便
局
に
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
も
用
意
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

尚
十
月
は
簡
易
保
険
月
間
で
す
。

新
ら
し
い
郵
便
番
号
簿
が

届
い
て
い
ま
す
で
し
よ
う
か

　
九
・
十
月
中
に
、
新
ら
し
い
郵
便
番

号
簿
を
全
ご
家
族
に
お
届
け
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
十
月
末
ま
で

に
配
付
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
ら
、
お

近
く
の
郵
便
局
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
新
ら
し
い
郵
便
番
号
簿
を

利
用
し
て
、
是
非
と
も
郵
便
番
号
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。

　
現
在
で
は
全
て
の
郵
便
物
は
郵
便
番

号
に
よ
っ
て
区
分
け
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
郵
便
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
と

直
接
先
方
の
配
達
局
へ
送
ら
れ
る
た
め

そ
れ
だ
け
早
く
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
い
っ
そ
う
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
、

ー
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と
ー

（10）

…
…
会
員
募
集
…
…
…
…

…
詩
吟
（
神
風
流
）
も
始
め
ま
し
た
…

”
．
…
…
…
…
詩
吟
・
謡
曲
同
好
会
…
．
”

　
今
年
三
月
発
足
い
た
し
ま
し
た
詩
吟

・
謡
曲
同
好
会
は
毎
週
水
曜
日
の
よ
る

総
合
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
謡
曲
の
お

さ
ら
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
十
月

三
日
の
水
曜
日
か
ら
詩
吟
（
神
風
流
）

も
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
を
の
が
さ
ず

　
　
あ
な
た
も
ご
入
会
下
さ
い
。

日
と
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
毎
週
水
曜
日

　
・
謡
曲
は
午
後
七
時
三
〇
分
か
ら
一

　
　
時
間

　
・
詩
吟
は
午
後
八
時
三
〇
分
か
ら
一

　
　
時
間

会
費
は
月
額
　
五
〇
円

入
会
希
望
の
方
は
水
曜
日
よ
る
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
で
下
さ
い
。

交
通
事
故
防
止

～
服
装
は
明
る
い
色
物
を
～

　
こ
れ
か
ら
は
雨
の
日
が
多
く
な
り
夜

な
ど
舗
装
の
路
面
が
ラ
イ
ト
の
光
で
黒

く
反
射
し
、
運
転
車
側
か
ら
歩
行
者
が

み
に
く
く
な
り
危
険
で
す
、
歩
行
者
の

方
は
明
る
い
色
物
を
着
用
し
、
目
だ
つ

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
雨
の
日

は
心
し
て
注
意
し
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

総
合
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

　
文
化
祭
実
施
の
た
め
の
H
月
3
日
の

代
休
と
し
て
、
H
月
5
日
は
休
館
い
た

し
ま
す
。
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代金の一部げ町
なり皆き屹のお役

摘て毛凝で昂

鋭の南や町副
つでしまいます。

ノ
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ノ鑑

瞳
47年度の町へ納入された「たばこ消

費税」は10，316，180円でした。


